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～参加者の感想から～

今回 4 年ぶりの参加となりますが、以前とは街が様変わりしており、実際に大槌の街が見られて良か

ったです。菜の花は咲いておらず、河川の増水も自然災害であり致し方ないかと思いますが、金山さ

んやこれまでのボランティア参加者様のご努力を思うと、尚一層残念な気持ちになりました。

コープデリ連合会の参加者より

次回のバスボランティア日程について

日程：７月２１日（土）     行先：陸前高田  作業内容： 草取り、草刈り

集合場所：旧天昌寺組合員センター（旧介護・福祉センター“あい”）  ６：30 出発、17：00 帰着予定

菜の花プロジェクト（大槌町）

いわて生協のバスボラは、２０１１年のガレキ撤去後、大槌川の河川敷を菜の花畑にする「菜の花プロジェクト」

活動に加わりました。この活動は、大槌町の金山文造さんが「鎮魂の意味も込めて、河川敷を菜の花できれい

にしたい」と始まりました。

最初の河川敷は、掘っても掘っても石やガレキがでてきて、最初に菜の花が咲いたのは季節はずれの冬でし

た。当初は多くのボランティア団体も活動していましたが、最近はめっきり少なくなりました。

今年の春に咲く予定だった花は、昨秋に蒔いた種が大雨で流されほとんど咲くことができませんでした。

５月１２日の活動で、また種を蒔けるように整地作業などを行ってきました。この日は専修大学のボランティア

サークルの学生も参加し、一緒に活動しました。大学の復興支援サークルは解散したところが多いと聞きます

が、このように継続しているサークルがあるのは嬉しいことです。

震災直後の様子とこの取り組みを始めたきっか

けを紙芝居にして披露（金山さん） 整地作業の様子



●○● キット作りありがとう ●○●
・ なべつかみ（花巻遠野くるりんキットクラブ）

・ かわいい洗濯バサミ（ドラキット作り）

・ ランチョンマット
（花巻ちょボラ・大槌町マストグループ）

・ トイレットペーパーホルダーカバー
（けせんキットボラ）

・ パックン小物入れ（盛岡西境田こ～ぷ委員会）

懐かしい！３年ぶりの再会！

仮設からの卒業式

・ ティッシュボックスカバー（釜石大畑松倉こ～ぷ委員会）

・ スポッとかぶれる三角巾
（水沢ぺこぼらくらぶ・遠野くるりんキットくらぶ）

・ クラフトテープでかわいいお花（宮古ドラキット作り）

～陸前高田市佐野仮設住宅～

久しぶりに来たボランティアさんに「ワァ～
しばらく！」の笑顔のハイタッチ挨拶から始
まり、お茶を飲む間もなくおしゃべりが続く。
早々に「パクパク小物入れ」を作る作業に。
キットを見ただけで「ワァ～かわいい！」「何
入れらぺぇ」と、冗談言って大笑いしながら
完成！「かわいい」と満面の笑顔。楽しさも
倍増しました。

～大槌町小鎚第 14 仮設住宅～

長い間の力作、パッチワークのポーチが出来
上がりました。同じ材料で作っても、個々の
手縫いで個性のあるものが出来上がりまし
た。お茶会では、支援のようかんもいただき、
春らしい味わいを楽しみました。お話では、
明治から昭和の話に華がさきました。方言な
どもあり楽しいひと時でした。

～大船渡市 長洞仮設住宅～

あづま袋を作りました！

～宮古市 鍬ケ崎仲町仮設住宅～

クラフトで、お花のブローチ作り

～大槌町大槌第１０前段仮設住宅からのおたよりです～

今回はお別れ会の気持ちを込めて、

パウンドケーキと果物を用意。楽し

いお別れ会になってよかったです。

「今日は仮設卒業式だから、３年ぶりに来たよ！」と

懐かしい顔が集まりました。仮設に住む１人の方が５

月はじめにお引越しをするからとサロンに６名の方

が参加されました。懐かしさで話も弾み、

ＤＶＤどころじゃない、とっても楽しそう

なのがこちらにもビンビン伝わってきました。 内陸から行く大槌へのサロンは、仮
設住宅の集約のため、９月頃までで
終了となる計画です。



お菓子のご支援

・「コープいしかわ」さん

・「とくしま生協」さん

・「コープみらい」さん

現地でのご支援

・4/27（金）大槌

「医療生協さいたま」さん

大槌のふれあいサロンにずっと参加していただいている
医療生協さいたまから参加された方の感想をご紹介します。

「もう７年も経つのに何もかわらないの」と寂しそうに話
されていたこと、本当にどうしていつまでも進まないので
しょうか？

１０時間の往復に疲れましたが、初めて岩手の被災地を訪
れることができました。通りや市街地は「津波到着」の看
板を見なければわからないほどに復興しているように見
えても、現実にはまだ多くの仮設住宅が不便な所にあっ
て、肩を寄せ合うように助け合って暮らしている方々がい
ることを「私達は決して忘れてはいけない」と思いました。

地元に帰ってから、たくさんの方に今回のお話
をしていただければ嬉しいです。

布のご支援

・「コープぐんま」さん

＜生協料理サロン＞

味の素料理サロン
5 月 15 日 釜石只越復興公営住宅２号棟  12 人 スタッフ 4 人

  ※今回は、４号棟での味の素料理サロンの話を聞いた２号棟の方から
是非こちらでも開催して欲しいというご要望で開催しました。

単独料理サロン
5 月 24 日 磯鶏公営住宅   1 人 スタッフ 4 人

＜ふれあいサロン＞
ふれあいサロンでの食の支援は、4 会場で開催し、
ボランティアが 15 人と住民さん 28 人の参加でした。

6 月発行の「3行レシピ⑮」のホチキス止めボランティアを募集します。

簡単な作業ですので、是非ご参加ください。

日程：2018 年 6月 5日（火） 時間：午前 10 時～午後 13時

開催場所：いわて生協 ２Ｆ第 3会議室 ※滝沢市ふるさと交流館近く

募集人数：10 名       持ち物：あればホッチキス

申し込みは、いわて生協 組合員活動チーム 019-603-8299 まで

★５月の味の素さんメニューの紹介★
アスパラの肉巻きつくね

3 人参加の予定でしたが、急遽
参加者が減ってしまいました


